
埼玉県公立高等学校を受検する皆さんへ 

埼玉県教育委員会 

令和 9年度埼玉県公立高等学校入学者選抜 
マークシート方式及び記述式による学力検査を 

受検するときの注意について 
 

 

 

 

 

 

 

第１ マークシート方式で解答する問題の解答方法について 

 マークシート方式で解答する問題は、マーク欄を HBまたは Bの鉛筆（シャープペンシル

も可）で塗りつぶします。裏面は記述式で解答する問題に使用します。 

○ 解答を塗りなおす場合は、消しゴムを使ってきれ

いに消します。 

○ 消し忘れや、消し方が不十分であったりすると、

読み取りエラーが起こることがあります。 

○ 消しくずが残っている場合は、読み取りエラー

が起こることがあるので、消しくずを払うなど注

意してください。 

○ 解答用紙を折り曲げたり、汚したりすることが

ないようにしてください。 

○ 所定の記入欄以外の部分には、何も記入しない

でください。 

 

第２ 記述式で解答する問題の解答方法について 

 記述式で解答する問題は、マークシート方式で解答する面の枠内には、「記述（裏面）」と

書かれています。 

裏面にある、記述式で解答する面の該当する問題番号の解答欄に記述してください。 

○ 解答欄をパソコンの画面に表示して採点しま

すので、解答欄からはみ出さないように記入し

てください。 

 

 

 

 

 

○ 所定の記入欄以外の部分には、何も記入しない

でください。  

令和９年度入学者選抜（令和９年２月に実施）の学力検査から、５教科全てにおいて、 

マークシート方式で解答する問題と記述式で解答する問題をあわせた学力検査を実施し

ます。（数学と英語の学校選択問題*、並びに追検査問題を含む） 

*学校選択問題とは、一部に応用的な内容を含む学力検査の問題です。 

（表面）マークシート方式で解答する面の解答欄 

（裏面）記述式で解答する面の解答欄 

※この見本は、解答用紙の例の一部です。 

 良い例 

悪い例 



第３ マーク欄の塗り方 

マーク欄は、下の「良い例」のように塗りつぶします。 

「悪い例」のような場合、読み取りエラーが起こる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 受検番号を記入するとき 

すべての教科の解答用紙の

表面には、右図のような受検番

号の記入欄が用意されます。 

受検番号を左から右に手書

きで記入し、その下にあるマー

ク欄の該当する数字を正しく

塗りつぶします。 

 

 

 

マークするときに注意！ 

 マーク欄を塗るとき、不注意などから塗り間違いをしてしまうことがあります。起こりや

すい事例について、受検番号欄を例に紹介します。これらの事例に注意し、丁寧に塗りつぶ

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

良い例 

 

濃くはっきりと塗りつぶしている 

悪い例 

      線を引くだけで塗りつぶしていない 

      塗りつぶす箇所が小さい 

      はみ出している 

      輪郭をなぞって、塗りつぶしていない 

レ点を記入し、塗りつぶしていない 

塗りつぶし方が薄い 

０ ３ ５ ７ 

０ ３ ５ ７ ０ ３ ５ ７ ０ ３ ５ ７ ０ ３ ５ ７ 

（１）マーク漏れ （２）複数マーク （３）けた間違い （４）０の位置の勘違い 

４けたのマーク欄の

うち、塗りつぶされ

ていないマーク欄が

ある。 

同一のけたのマーク

欄を複数塗りつぶし

ている。 

別のけたのマーク欄

を誤って塗りつぶし

ている。 

一番下が「０」であ

ると勘違いし、一番

下の「９」を誤って

塗りつぶしている。 



 ２ 問題に解答するとき 

（１）記号を解答するとき 

記号のマーク欄を正しく塗りつぶします。 

① １つだけ選択するとき 

例）正答が「イ」 

→  を塗りつぶしてください 

 

 

 

 

 

 

② ２つ以上を選択するとき（解答の順序が決まっていない場合） 

      「解答の順序は問いません。」と指示があるときは、次のように塗りつぶし

てあれば、どちらも正答となります。 

例）２つを選択するとき、正答が「ア」と「エ」 

→  と  を１行に１つずつ塗りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ２つ以上を選択するとき（解答の順序が決まっている場合） 

答える記号の順が決まっているときは、問題ごとの指示に従い、正しい解

答欄にある記号のマーク欄を塗りつぶします。 

例）２番目と４番目にあたるものを選択するとき、 

正答が２番目は「ウ」、４番目は「イ」 

      →“２番目”は  、“４番目”は  を塗りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

  

または 

２番目 

４番目 

正答になるもの 正答にならないもの 

２番目 

４番目 

正答になるもの 

正答になるもの 正答にならないもの 

１行目に２つ塗りつぶしている

ので正答になりません。 

答える記号の順が間違っている

ので正答になりません。 



（２）数値を解答するとき 

四角内のひらがなにあてはまる数値を、以下のように正しく塗りつぶします。 

① ３＋４＝  あ  のときは、答えは７なので、  を塗りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

 

② ６×５＝  いう  のときは、答えは３０なので、“い”は  、“う”は  を

塗りつぶしてください。 

ひらがなが２つ並んでいる場合、答えは「２ケタの数」となります。ですので、

０５、－９のような答えにはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 答えが分数となるとき、分子の数を先に、分母の数を後に塗りつぶします。また、

それ以上約分できない形で解答します。 

 例えば、   に      と答えるとき、“え”は  、“お”は  、“か”は  

を塗りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

 

  

正答になるもの 

正答になるもの 正答にならないもの 

正答になるもの 正答にならないもの 

答える数字の順が間違っている

ので正答になりません。 

    となっているので 

 

正答になりません。 



④ 答えに根号（    ）が含まれるときは、根号の中を最も小さい自然数とした形で

解答します。 

例えば、         に          と答えるとき、“き”は  、“く”は  を塗

りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 答えに文字が含まれ、その係数を答えるときは、次のように解答します。 

  例えば、    に     と解答するときは、“け”は  、“こ”は  を塗

りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 答える数字の順がどちらでもよいときは、次のように解答します。 

  例えば、𝓍2 +９𝓍＋１４ =（𝓍 +  さ  ）（𝓍 +  し  ）の場合、左辺を因数分解する

と、（𝓍 +２）（𝓍 +７）または（𝓍 +７）（𝓍 +２）となります。 

この場合、“さ”と“し”に、  と  を１行に１つずつ塗りつぶしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページの練習用マークシートを印刷するなどして、注意事項に気を付けながら、実際に

塗ってみましょう。 

 

または 

正答になるもの 正答にならないもの 

正答になるもの 

正答になるもの 正答にならないもの 

     となっているので 

正答になりません。 

１行目に２つ塗りつぶしている

ので正答になりません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練 習 用（１） 

 

２番目 

４番目 



 

 
練 習 用（２） 



    𝓍 2 + ９ 𝓍 ＋ １ ４ = （ 𝓍 +     さ     ） （ 𝓍 +     し     ）


  （ 𝓍 + ２ ） （ 𝓍 + ７ ）


  （ 𝓍 + ７ ） （ 𝓍 + ２ ）

